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■〟1970年代をひらく日立展''

全国8地区で巡回開催

日立製作所でほ,別業60周年を記念して"1970年をひらく‡_了立

簸”を8月13日福岡■i-けで開幕Lたのを皮切りに,広島,f銭松,大阪,

名古屋,東京､仙台.富山の順に各地で,3個月余にわたって巡回

開催する｡

また日立製作所でほ,この展示会と平行して,10月15Fほ､ら3日

間,東京の科学技術館で技術関係専門家を対象に"f=l立技術巌”を

開催,日立製作所J〕最新技術を披露する｡

"1970年をひら､こ口立展”は今後ますますシステム化する社会こ

おいて,総合企業として日立製作所の企業姿勢を示すものである｡

そうしてその技術力二人問生活iこどのような関係をもち,よりよい生

活のためにいかに貢献していくことができるかを表現する｡

このため主婦ヤニどもにもわかりやすいよう画像,音響などの効

果をじゅうぶんいかした実浜を多くとり入れ,次の7コーナーで偶

成される｡

〈日立展の展示内容〉

(1)インフォーノーショソウォール:VTRのナレーションこ同

調してカラー写真がノ∴く減,70年代の口立製作所の役割りを立

体的に説明するこ

(2)ホームフTフ･ンミリ 〈家庭情報化時代〉:将来お茶の間に設

置されるたろう``ホームファクシミリ”により,家庭におけ

るコミュニケーシ≡ンの未来像と,家庭用情報教育機器を展

示する｡

(3)画像通信･くテレど電話による情報サービス〉:TV電話を位

い画像を通t､で情報をさぐり出す総合画像通信システムであ

る｡入場者にTV電話を技作していただき,その人のほLい

情報を,音と画像と印刷物でお答えする｡情報の内容は,住宅

相談,マネービル相談,おもちゃ買物相談などとなっている｡

(4) 8チャンネ′L･ステレオリスニソグルーム 〈70年代の音〉:8

チャンネルのテープを使ってステレオの未来像をひらく最も

新しい昔の実験を行なう｡色彩的効果をおりこんだ未来的な

部屋をつくり,音の奥行感,位置感,調和,重なりを多次元

音源で‾再1三する｡

(5‾) コンピュータ診断:中形機種HITAC-8210と,ミニコンピ

ュータHITAC-10をデータ端末と結び,次の実演を行なう｡
HITAC3210 日己開発ガイド(性格分析と指針)

HITAC lO 美容相談(女性向)

HITAC lO 相性診断(男女一組を対象)

し6) コン′ビューーメソ7-一〈月面着陸〉:日立アナログコンピュー

タ260と,ⅩYレコーダを使って,スクリーンの映像と組み

合わせ,模擬軌道を使って入場者に"月着陸”を実損しても

らう｡三才三演者以外の入場者も立体的な映像で月着陸のもよう

を知ることができる｡

(7)開発製品コーナー:家電品を中心とした新製品の数々を発

表,実演する.⊃

く二"口二i‡展”の開催地と期日〉

開催地 期 日

福 岡 8/13～18日

.広
島 8/′21～25日

高 松 9/5～10日

大 阪 9/′22～27日

各古屋 10/′6～11日

東 京 10/20～25日

仙 台 11/3～8日

富 山 11//17～19日

図1 盛況をきわ占うる日立展(福岡市玉屋において)
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■多種類の学習端末を持つCAI完成

日立製作所では,かねてから中央研究所でCAI(ComputerAs-

SistedInstruction)について,小形計算様による基本システムの開

発を進めてきたが,従来完成していたタイプライクとスライドプロ

ジェクタによる学習端末に,ランダムアクセスオーディオ装置,ラ

イトペソ付CRT(Catl10dRayTube)蒙示装置を加えて多種類の

端末を利用できる高い機能のCAIを完成した｡

これによって本システムは従来の機能と合わせて次の諸点が可能

になり,学習効果の効率化が期待される.｡(1)小形計算機によっ

て50人以上の学習者が待ち時間3秒以内で高い機能の学習ができ

る｡(2)電子計算楼の知識がなくても容易にプログラムが作れる｡

(以上は従来からの椀能)(3)各学習端末の学習者へ個人別iこカセ

ット化された教材から音声の提供ができる｡(4)CRT表示によっ

て学習者に文字や画像教材の提供ができる｡

なお音声教材をカセット化して容易に着脱でき任用される装置:ま

わが国でははじめてである｡

〈ランダムアクセスオーディオ装置〉

音声教材は特殊なカセットに収納された滋気テープに録音され

ている｡1個のカセットにほ512フレームの音声教材が録音され

ている｡1フレームの再生持続時間は5secを標準としているが,

それ以上が必要な場合にほ複数フレームが用いられる｡アクセス

タイムは最大3sec｡コンピュータの指示によって教材が学習者

に提供される｡

虚

〈CRT表示装置〉

今回開発したCRT表示装置の特長は 第1ほ1台のディスプ

レイ制御装置から8台まで乃CRT表示装置を時分割で制御する

方式を採用したことであるっ CRT表示装置は標準TVを用いて

いるので,経済性が高く,多重に時分割制御することによって,

表示 17ヨあたりのコストの低減が図られている｡

第2の特長は文字と線画を計算機から表示できることである｡

さらに新しい簡単な方式で線画発生を行なっで一､ることと,加え

て高速化して時分割多重利用していることである｡

文字と線画を学習プログラムで表示できるCAIほ海外にも例

カこない=J

このCRT表示装置の機能をr恥､るとFillthe Blank(空欄を

満たす)の問題,誤りを修j_Eさせる問顆,図面上の位置を指示さ

せる問題,図面を組立てさせる問題,原理を示すための簡単なア

ニメーショソなど従来プ)学習端末ではできない色々な教材提示手

法が可能となる｡

CRT表示装置は従来のタイプライタと比較して静かでかつ高

速であり,また学習者や教材作収老が任意に選定編集できる｡

またライトペソを併用すると学習者がCRTの画面の上のどの

位置を指したかが解答内容とLて利用することができる｡

また学習端末ほ標準のテレビセットを用いているので将来はビデ

オテープレコーダからの映像(動向)を肌､ることができる｡

なこね,CRT表示装置の仕様の概要ほ文字表示数:32字×16行.

文字種類:128種,線画ベクト′レ数:200である｡

図2 CRT(Cathod Ray Tube)表示装置

} ソフト･ハードを一体化した

個人用学習機とその教材を新開発

日立製作所と学習研究社は,新しい個人用学習機(学研サウンド

ピジョン･スタディェス)を開発し,これとソフトウェアを一体化

100

した新バッケーージ製品を今秋,学習研究社から発売する｡

この学円校器は,30～60コマのカラースライドの映像と,これを

JPさしく解説する音声をコンパクトに組み合わせたもので,オーデ

オとビジュアルを連動した個人用学習機としては,全く新しいもの

である｡

`こl
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映像部分は,35ミリハーフサイズのスライドプロジェクタで,音

声部分はカセットテープ,プレヤーからなっている｡この2つがう

まく結合され,幼児でも簡単に操作できる機構である｡

さら己･こ,この磯器にはリモコソ装置がついており,これによって

学習者は離れたところから映像と音声を自由に制御できるようにな

っている｡したがって,学習者の理解度に合ったマイペースの学習

ができるユニークなものである｡

ソフトウェアの編集製作には学習研究社が当たり,フイルム,カ

セットテープ,テキスト 指導書,教具摂などの立体的な教材から

構成されている｡

当面は,幼児･小学校低学年向けの家庭学習用教材を,この機器

とセットして販売し,漸次その範囲を拡大する予定である｡

学習進行の一例を小学校低学年用の算数教材｢三角の国と四角の

国+(30コマ)でみると次のようにる!｡

画面に｢三角の国と四角の同+のタイトルが映り,音楽にのって

先生が学習のテーマを説明する｡

｢合図の音がしたら白いボタンを押して絵をみて下さいネ+の声

に,リモコンの自ボタソを押すと画面が変って,｢三角の国と四角の

国+のおもしろい物語が紙芝居のようミ･こ進むこ.そこで三角形,四角

形の性質が解説され｢へりが3つにかどが3つが三角+と定義を覚

えこませる｡さらに,へりは｢へん∴ かどほ｢ちょうてん+と新し

い用語が教えられ,それから問題によって確認,評価がされる｡

再び説明解説に入るというように学習が進行する｡

図3 GAKKEN SOUND VISION"STUDY ACE”

(使用中の個人用学習機)

■全日空座席予約システムの大形化完成

日立製作所では,大形コンピュータ"HITAC-8500”2台を中

央処理装置とする"座席予約システム”を全日本空輸株式会社(東

京国際空港総合ビル内)に納入,このはど本格稼働に入った｡

HITAC-8500は記憶容量262KBと131KBのデュープレックス

システム(予備校に切りかえてサービスの続行のできるシステム)

を採用している｡

これによって,1日1,300便(現在の実働定期便ほ360便),10万

蛭庸までの処理が可能となり,また,1日30万コール以上も受け

付けられるようになった｡今後は,ピーク時にも余裕をもってじん

速に応答できるだけでなく,接続予約,待ち予約などの諸株能も向

上して,サービス･レベルは大幅に改善される.｡しかも,このシス

テムほ,ハードウェア,ソフトウェア両面での拡張性をもっている

図4 全日空座席予約システム(HITAC-8500)
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た軌 業務量の拡大に合わせて,相当に能力を広げることができる｡

端末装置は,とりあえず従来の175台を接続替えして使用している

が,明年から,順次,新しい端末装置を加えて増設していく予定で

ある｡(600台まで接続可能)

この新システムは,全日空側の意志決定より10個月,機器搬入

より1個月半という短時日で稼働の運びとなり,新旧システムの切

替えも,ひと晩のうちに,きわめてスムーズに行なわれた｡高い信

頼性･安定性が要求されるオンライン･リアルタイム･システムに

おいては,このような短期間で大規模な座席予約システムの切符え

を成功させたのは,世界的にみても例の少ないことである｡

全日空では,日立との共同研究iこよりコンピュータによる座席予

約システムを,昭和39年7月に完成,全営業路線を対象とする予

約サービスを開始した.｡大阪センターのHITAC-3030を中心とす

るこのシステムは,1日380便,座席数iこして約3万席までを処二印

できる能力を持ち,全国の営業所･代理店に置かjtた175台(45年

7月現在)のエージェント･セット し端末装置)からの予約申し込

ス∵てP問い合わせに,即座に答えることができる｡また,2つの路線

にまたがって乗りつぐ客に対して,自動的に空席のある接続便を選

んで示すことのできる｢接続予約+,希望する便が満員の場合でも

"Waiting”と記憶させておけば,取消しのありしだい空席を知ら

せてくれる｢待ち予約+など,豊富な機能を持っている｡

L′かし.全日空の利用客は,i巨率30～40%という急速な増加を示

L,唾騰予約システムへのコール数も年々50%の増加を続けてき

た｡とくに昨年夏のどーク時には,1日の最大コール数が8万に達

し,当初の予想よりも早く,需要がシステムの能力の限界に近づい

た｡同社では,このさしせまった状況から,本年夏のピーク時に聞

こ介うよう,システムを大形化したものである｡

■原子吸光分光光度計山208形''発売

日立製作所では,最高の検出能力をもつ原子吸光分光光度計"208

形”を発売した｡

原子吸光分光光度計は,原子吸光分析法によって,多種類の元素

の分析ができる分析装置で,従来の分析方法でほ分析不可能だった

もの,わずらわしい分析,微量分析に適し,臨床検査,公害分析,

材料分析など広い範囲に活用されている｡

日立製作所では,4年前にわが国で初めての原子吸光分光光度計

207形(105万円)を発売,つづいて一昨年から303形(280万円)を

市販してきた｡

今回発売の208形は,207形の改良形であるが,市販の原子吸光

光度計のなかで最高の検出限界をもっている(検出限界とは,検出

できる元素の最小濃度)｡

〈208形の検出限界〉

カ ド ミ ウ ム 0.001ppm

マグネシウム 0.00005ppm し1ppm=1/100万)

また,分析の知識や熟練を必要とせず,時間と人手が大きくはぷ

ける｡たとえば比色分析法でニッケルの測定をするには,30分以上

もかかったが,本装置では5～6分ですむ｡

特長は,①高性能スリースロットバーナ(バーナの炎の部分が3

本のスロットになっている)と,ロックイン方式の増幅器(固有の

周波数だけ増幅する装置)の採用で,ノイズは少なく検出限界はす

ぐれ,測光値が安定している｡②メータが濃度に比例した目盛りに

なっており,読みやすく対数換算はいらない(濃度リニア)｡③記

録計の目盛りのどこでも,ベースラインからの移動量が一目で読み

とれるので,測定の都度目盛り合わせの必要がない｡④炎光測定

(炎色反応による分析法)機構を標準装備しているので,炎光分析が

すく､'できる｡

おもな仕様ほ,波長範囲‥1,900～8,000Å(オングストローム),

スペクトル幅‥3.2A,18Å2段切替,ランプ点灯方式:矩形波パ

･ンス点灯,バーナ:スリースロット式プレミックスバーナ(ディス

パーサ付),検知器:光電子増倍管R136,読取:メータ直読,記録

計接続可(濃度リニア,透過率リニア切替),スケール拡大:20倍

まで連続可能,炎光測走:可能などである｡

(左から,制御器,本体,QPD54形卓上記録計)

図5 日立原子吸光分光光度計208形と付属装置

■透視Ⅹ線量減少装置を完成

日立製作所と日立レソトゲソ株式会社は,このはど磁気記憶装置

を用いた"透視Ⅹ線量減少装置”を完成し,販売した｡

この装置は,患者,医師,技術者などが受けるⅩ線量を現状より

さらに少なくするために開発されたもので,従来の三分の一以下,

場合i･こよっては数十分の一に減少させることが可能である｡

102

従来ほ,透視時間中は連続してⅩ線が照射されていたが,この装

置はⅩ線を間欠的に照射し,照射が中断する期間は,Ⅹ線を照射し

た時に記憶装置に蓄競されている透視像を直ちに再生するので,連

続した透視像を観察できる｡

また,透視軒･こ必要な瞬間の透視像をストップさせて観察するこ

ともできる｡

これらは,いずれも従来の方法では実現が困難であったもので,

も‾+

=

り



879

日 立 ニ ュ
ー ス

診断上やむをえず透視が長びく場合■も,少ないⅩ線量ですむ｡

なこお,装置の開発には,長崎大学医学部放射線科(木保善一郎教

授･高尾義人技師長)のご協力をいただいた｡

おもな仕様は,毎秒のⅩ線照射回数の制御は切替により毎秒15固

から0.5回までの間欠照射ができる｡また任意の位置の静止像およ

び連続画像も得られる｡

叫l■■仙

R16 近視Ⅹ線jit減少装置

■20形110度偏向カラーTV発売

l二1立製作所でほ110度偏｢呂jブラウン管を採用した広角画面のわが

国初の20形オールトランジスタカラーテレビ"ポンパ950”を発

売した｡また20形90度偏向広角画面採用のカラーテレビ"ポン

パ830”も同時発売した｡

110度偏向プラウソ管は,従来の90度偏向ブラウソ管にくらべ,

プラウソ管の長さが20形の場合で約100mmも短かくなり,セッ

トの小形軽量化と,日本の狭い住宅事情からその採用が期待されて

いた｡ しかしこれまでの90度偏向の技術で110度偏向を行なうと

すると,画面の色ずれ,ミスランディソグ(走査線のズレ)などの

欠点があり,その実用化は困難とされていた｡

これにたいし日立製作所では,色ずれは独自に開発したシールド

レンズ方式電子銃の採用により,またミスランディソグは最適補正

レンズを採用するたどの技術開発によって解消,昨年12月19形の

試作セットを完成した｡その後さらに改善を加え今回量産体制を確

立Lたものである｡

1.20形広角画面110度偏向ブラウン管採用のオールトランジス

タカラーテレビ"ポンパ950”(CT-950L)

おもな特長は,①奥行きが100～125m/m短かく,白黒テレビな

みの奥行きである｡②画面のすみまで画の欠けがない20形広角画

面である｡③110度偏向採用による回路の大電力化(90度偏向に比

べて偏向回路は1.5～2倍)を日立の半導体技術ならびに回路技術を

発展させて成功,低消費電力(170W)ですむ｡④豪華ローボーイデ

ザインで飾り棚(たな)のついたインテリアデザイン｡⑤UHFの

選局がVHFと同じにできるディテントプリセットチューナーを採

用｡オールチャソネル｡全自動オートビタリコソつき,などである｡

図7 日立ソリッドステートカラーテレビ

新20形ローボーイタイプCT-830L

■音の静かな新形ファミリーボイラ4機種完成

日立製作所では,住宅のセントラルヒーティソグ用灯油式温水ボ

イラのうち,これまで一番開発の難かしかった"ガソタイプ”の騒

音低下に成功し,『音の公害』を克服した日立ファミリーポイラ"サ

イレソトGUN”を完成した｡

日立製作所では,かねてから,ボイラの騒音について徹底した基

礎研究を続けて来たが,独自の強制消音機構を開発することによっ

て,これまで70ホーンもあったガンタイプの騒音を45ホーソ以下

に押えることに成功したものである｡今回発表したのは,30,000

キロカロリー2枚種(1回路式BO-311形,2回路式BO-321形)

と50,000キロカロリー2梅種(1回路式BO-510形,2回路式BO-

520形)の計4機種で,今秋から発売する｡

セントラルヒーティソグの心臓部とも言うべき灯油式温水ボイラ

には,主としてポットタイプとウォールフレームタイプ及びガンタ

イプの3種のバーナーが使われている｡このうちガソタイプは,高圧
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噴霧燃焼方式でバーナーの信顔性が高い,燃焼状態が安定している,

着火･消火が瞬時に行えて自動化が容易である,熱効率がよく経済

的,といった特長からセントラルヒーティソグ用に最適のバーナー

とされているが,ただ運転音の高いことが欠点とされて来た｡今回

発表の"サイレソトGUN”は,吸気側の音は吸気サイレソサーに

よって,排気側の音は排父サイレンサーによって,また燃焼音ほ水

缶サイレンサーによってそれぞれ吸収する独自の方式を開発するこ

とにより,ウォールフレームタイプは勿論のこと,ポットタイプよ

りも‾更に揮転音を低めたものであるっ

叶†し/ントGtJN”のこ〝)ほか〝)特長とLてはrカフォトヒノL-.ノミ

ーナーー】jレー,温水サーーイニ,家令サーモなど従来の住宅用ポでうJ〕

桔/ノ炎全装F岸ノ〕ほかに,(a)矧調形キャビネ､_ソト楕造の採用に+こi)

外吉lトノ)火気を完全にしヤ断した｡(b)缶体氏部水冷式特殊熱交換

器を探用することにより据付底面の過熱を防比したしノ(C)住宅用小

形ボイラとLてはデラックスなプリパーーゾ機構を採川し,着火帖

の爆発を完全に防止した:④専用のボイラ小屋が不要で紅射I‾‾け己を

避けて軒下などに据付けが可能｡さらに昔が静かなので,屋内にも

設経できる:③高層住宅用としてSEダクトに接続してバランス形

とl棚潔ノ)吸排1tが示†能である:年)･チけ体内面処月りこ耐熱水性グラスラ

イニング･-トヒと脱恨銅製給掲‥=′Lを梓川lノていZ,J‾)イデ心掛よ清沖

である-------があげド)れる.､

一
重

●

t■､

:･.%

ー‾一▼･-･一一--"､-一叫

__

l

図8 !卜lンニフフ′ミリー-

ポイラ"サイ L ント

GUN‥ BO-321

……編集後記‥‥‥

製鋼用の炉などでは,炉内圧を大気圧よりわずかに高く保つよう

に制御しなければならないので,水柱数ミリメートルというような

わすかの差虻を測る高感度の差庁仁王送詩語が必要とされるし｡通風昂〃‾)

制御などでも,同様に微小な差旺を検出しなけれほなrノないこ`とが

起こる｡.

｢ベロ【封じのひずみケー/を用いた敏美庁伝送諾壬jでほ,本製

品の構造,原理,特1ごiミ,特長などの研1花成果か詳述されている.-J‾圭

た本製品ほ幾つかの特長をも/-Jカこ,小でヰJ■`全電丁式制御装置Rた

ユニトローールEシリ【ズ”の---ノ)として設計されたので,昂挿の′音
信計器と組み合わせられるノ∴ミが人きな特長でもある｡

◎

ビルが超高層化し床面箭が増えて,管理保守の守備範囲が飛躍的

に増えてくると,従来のデータロガーのような単能的な装置では事

足りなくなり,このような観点から,ビ′レび)監視制御に制御用計算

擁を導入する考え方が出てきた.+

｢世界貿易センタービ′L一納/臥引百ビ′し計貰捕J御集中監視巻き置_+で

ほ,ビル用計算機制御のありノ/,本システムの構成･機能･特1主な

どについて報告さノれている｡また本システムでほ,保守管理･経済

連転･防災運転の3本の柱が根底むこ考えられており,かつこれらの

業務を一貫して取り扱う考え方が採用されている.〕
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昭和45年9月20日印刷 昭和45年9月25日発行

(毎月1回25日発行)

<禁無断転載>

定価1部150円(送料24円)

◎1970by HitachiHyoronsha PrintedinJapan

乱丁落丁本は発行所にてお取りかえいたします｡

地上40階地下3階のすべての階床に及ぶ本システムの制御は,

ビルの監視用として本格的に制御用計算棟を活用しノた最新式のもの

である.-J

◎

ICは"鼻…ナの妓女=ヒ”であり,LSIほ"回路の集横化”である｡

そしてl引言煩性,低仙格,高速処理,超′ト形をおもなメリットとす

るLSIは,/川技術革新の時代にあ一-▲て最先端かゃく一つの技術と

Ij言えよ･〕し

亡卜立製作付=こ･一卜けろ半導体技術分野てほ数一号の輝やかLい研究開

発か重さね仁Jれてきナ1プ∴ 本ケチではILSl技術の動向】ほか4一編む

ヰ+一-)て【IJSI枯葉_トヒし.ノ㌧.ニノ
ノ㌢やLSI技祢fほ,さらに高比な研究開発かつ幅広い応淵が厳しく

追求されている折,時宜を得た論文集であろう｡

◎

巻頭を飾る一家一言らんには,東京大学教授_■l二学†専士青木昌だi

代より｢わがIjヨにおける半導体技術の発展経緯を述べられ,1970

咋代こそわが伺ほ,創造的な技術の輸山国となるように努力すべき

てあるj ことを説か.‡け二【叫｢†の†三導〃;l二某卜と越する二l三稿を賜わ

･二)た｡)

牛如こ本誌のために,､j■暇なさいて柄な群さ′-i=㌧ご机蓋に対し,偉

くお礼を巾しあげる〔+
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